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枚
方
議
会
３
面

１
１
０
１
０
３

岡
❶
岡
❷
岡
❸
井
❹
岡
❺
井
❻
岡
❼
岡

今
回
の
改
正
は
、次
の
４
つ

の
基
金
に
対
す
る
も
の
で
す
。

■
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
基
金
（
新
設
）
…
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る

寄
附
金
の
積
立
て
を
行
い
、

地
域
再
生
計
画
に
基
づ
く
事

業
に
充
て
る
。

■
ひ
ら
か
た
万
博
推
進
基
金

（
新
設
）
…
個
人
や
企
業
等

か
ら
の
寄
附
金
の
積
立
て
を

行
い
、
ひ
ら
か
た
万
博
の
Ｐ

Ｒ
や
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
運
営
な
ど
の
取
組
経
費

に
充
て
る
。

■
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
推

進
基
金
（
名
称
等
変
更
）
…

「
新
庁
舎
及
び
総
合
文
化
施

設
整
備
事
業
基
金
」
か
ら
名

称
変
更
し
、
枚
方
市
駅
周
辺

の
再
整
備
に
要
す
る
経
費
に

充
て
る
。

■
く
ら
し
の
資
金
貸
付
基
金

（
基
金
額
の
変
更
）
…
債
権

の
一
部
を
放
棄
し
た
こ
と
に

伴
い
、
同
基
金
の
額
を
６
２

０
５
万
９
１
２
９
円
か
ら
５

３
７
０
万
３
６
８
８
円
に
減

額
す
る
。

ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生

基
金
の
使
途
を
明
確
に

質
問

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
金
の
財
源
は
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
限
る

と
い
う
が
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の

寄
附
額
を
見
込
む
の
か
。

な
お
、
同
基
金
は
特
定
目

的
基
金
と
し
て
、
企
業
自
身

が
寄
附
行
為
の
説
明
責
任
を

果
た
せ
る
よ
う
使
途
を
明
確

に
す
べ
き
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

本
市
の
標
準
財
政
規

模
の
５
％
相
当
を
見
込
み
、

単
年
度
で
４０
億
円
、
令
和
６

年
度
ま
で
の
３
か
年
で
は
１

２
０
億
円
を
想
定
し
て
い
る
。

質
問

ひ
ら
か
た
万
博
推
進

基
金
は
、
企
業
利
益
の
た
め

の
基
金
に
な
る
と
考
え
る
が
、

ひ
ら
か
た
万
博
の
取
組
は
同

基
金
の
み
で
行
う
の
か
。

答
弁

基
本
的
に
同
基
金
の

み
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て

い
く
。

本
市
が
保
有
す
る
債
権
の

う
ち
、
債
務
者
の
所
在
不
明

に
よ
る
時
効
の
経
過
や
、
破

産
等
の
理
由
で
回
収
不
能
と

な
っ
た
も
の
を
、
債
権
管
理

及
び
回
収
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
放
棄
し
た
も
の
で
す
。

今
回
放
棄
し
た
債
権
は
、

５
種
類
１
３
５
３
件
、
総
額

１
６
０
５
万
７
９
４
０
円
で

す
（
上
表
）
。

概
要
は
次
の
と
お
り
。
な

お
、
（

）
内
は
基
金
額
。

■
く
ら
し
の
資
金
貸
付
基
金

（
６
２
０
６
万
円
）
…
貸
付

け
０
件
。
返
済
３
５
９
件
、

２
９
５
万
円

■
土
地
開
発
基
金
（
７
億
１

５
４
５
万
円
）
…
全
額
を
土

地
取
得
特
別
会
計
へ
貸
付
け
。

■
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
融

資
基
金
（
１
０
０
０
万
円
）

…
全
額
を
金
融
機
関
に
預
託
。

融
資
４
件
、
９０
万
円
。
返
済

１６
件
（
う
ち
完
済
５
件
）

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

報
告
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

■
枚
方
市
土
地
開
発
公
社
…

公
有
用
地
の
取
得
は
約
２
８

１
３
平
方
㍍
で
、
取
得
に
要

し
た
金
額
は
５
億
３
２
３
０

万
円
。

ま
た
、
公
有
用
地
の
売
却

は
約
３
万
５
２
９
１
平
方
㍍

で
、
売
却
収
益
は
７
億
４
９

８
９
万
円
。

■
公
益
財
団
法
人
枚
方
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
…
収
入
は
４
億

１
４
０
０
万
円
、
支
出
は
４

億
２
５
０
５
万
円
。

■
株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
ひ
ら

か
た
…
収
入
は
８
３
７
３
万

円
、支
出
は
９
２
８
０
万
円
。

な
お
、
同
社
は
４
年
２
月
に

解
散
。

も
り

市
立
や
す
ら
ぎ
の
杜
の
火

葬
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
、

近
隣
の
火
葬
場
が
同
使
用
料

の
値
上
げ
を
行
う
こ
と
を
受

け
、
他
市
か
ら
の
利
用
者
の

急
増
を
防
ぎ
市
民
の
利
用
が

安
定
的
に
行
え
る
よ
う
均
衡

を
図
る
た
め
、
市
民
以
外
の

人
で
あ
る
場
合
の
同
使
用
料

を
左
表
の
と
お
り
見
直
す
も

の
で
す
。

会議資料は
こ ち ら委 員 協 議 会 だ よ り

総務委員協議会 ８月２５日
（１）防犯灯に係る補助の見直しについて
（２）企業版ふるさと納税の活用について
（３）ひらかた万博の取り組みについて
（４）定年引上げに係る人事・給与制度の取り扱いについて
（５）改正個人情報保護法への対応について
（６）令和３年度内部統制制度の評価報告について
（７）電子契約の導入について
（８）大阪・関西万博に向けた観光施策の展開について

教育子育て委員協議会 ８月２６日
（１）「就学前の教育・保育施設に係るひらかたプラン」における後

期プラン（案）について
（２）子どもの生活に関する実態調査結果とヤングケアラー支援につ

いて
（３）待機児童対策について
（４）今後の中学校給食に関する方針（素案）について
（５）今後の枚方市の支援教育について
（６）総合型放課後事業実施に向けた今後の取り組みについて

教育子育て委員協議会 ９月１４日
（１）今後の枚方市の支援教育について

市民福祉委員協議会 ８月３０日
（１）証明交付手数料のキャッシュレス決済の実施について
（２）国民健康保険の取り組みについて
（３）ひらかたポイント事業の現状と今後の取り組みについて
（４）包括的な相談支援体制の充実に向けた今後の取り組みについて
（５）ひらかた高齢者保健福祉計画２１（第９期）等の策定について
（６）新たな治療の開始などについて

建設環境委員協議会 ８月２９日
（１）枚方市立火葬場（やすらぎの杜）の火葬施設使用料の見直しに

ついて
（２）分譲マンション管理適正化推進計画の策定について
（３）枚方市地域空き家活用補助制度の創設について
（４）長尾駅周辺地区まちづくり構想の策定について
（５）長期優良住宅の普及の促進に関する法律の一部改正に伴う手数

料の設定等について
（６）都市計画道路長尾杉線の整備工事について
（７）都市計画道路御殿山小倉線の整備工事について

今
回
の
契
約
変
更
は
、
施

工
中
に
確
認
さ
れ
た
想
定
外

の
土
質
に
対
応
す
る
た
め
の

一
部
区
間
に
お
け
る
工
法
変

更
、
整
備
中
の
道
路
へ
の
進

入
路
の
位
置
変
更
等
に
伴
う

も
の
で
す
。

■
契
約
金
額
…
５
億
７
９
１

５
万
円（
５
０
５
４
万
円
増
）

■
工
期
…
４
年
１１
月
１５
日
ま

で
（
同
年
９
月
３０
日
ま
で
か

ら
延
長
）

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

今
回
の
契
約
は
、
中
部
地

域
に
お
け
る
道
路
交
通
網
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
周

辺
道
路
の
交
通
混
雑
の
緩
和

や
、
安
全
、
安
心
な
歩
行
空

間
の
確
保
、
防
災
機
能
の
強

化
を
図
る
た
め
に
、
道
路
整

備
工
事
を
実
施
す
る
も
の
で

す
。な

お
、
「
制
限
付
き
一
般

競
争
入
札
（
低
入
札
価
格
調

査
制
度（
＊
１
）対
象
型
）
」

で
、
落
札
候
補
者
の
入
札
書

記
載
金
額
が
調
査
基
準
価
格

を
下
回
っ
て
い
た
た
め
、
低

入
札
価
格
調
査
を
行
っ
た
上
、

落
札
者
を
決
定
し
た
も
の
で

す
。

■
契
約
金
額
…
２
億
２
０
６

万
円

■
工
期
…
５
年
１１
月
３０
日
ま

で※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

＊
１

低
入
札
価
格
調
査
制

度
…
調
査
基
準
価
格
を
設
定

し
て
同
価
格
を
下
回
る
入
札

が
あ
っ
た
場
合
に
は
落
札
を

保
留
し
、
そ
の
入
札
金
額
で

当
該
契
約
の
適
正
な
履
行
が

可
能
か
ど
う
か
を
調
査
及
び

審
査
し
、
落
札
者
を
決
定
す

る
制
度
の
こ
と
。

報
告
内
容
は
、市
立
小
学
校

職
員
が
草
刈
り
機
を
使
用
し

除
草
作
業
を
行
っ
て
い
た
際
、

小
石
が
は
じ
け
飛
び
、
同
校

敷
地
内
に
駐
車
し
て
い
た
車

の
後
部
ガ
ラ
ス
が
破
損
し
た

こ
と
に
よ
る
物
損
事
故
で
す
。

草
刈
り
機
使
用
時
の
作
業

安
全
対
策
の
徹
底
を

質
問

本
件
の
よ
う
な
飛
び

石
事
故
は
、
昨
年
も
報
告
さ

れ
て
い
た
。
今
回
は
自
動
車

に
当
た
っ
た
が
、
も
し
人
に

当
た
れ
ば
取
り
返
し
が
つ
か

な
い
。今
後
の
対
策
を
聞
く
。

な
お
、
草
刈
り
機
の
使
用

に
係
る
全
庁
的
な
情
報
共
有

及
び
安
全
対
策
を
要
望
す
る
。

答
弁

草
刈
り
作
業
時
の
注

意
事
項
の
周
知
徹
底
を
図
る

と
と
も
に
、
作
業
前
の
チ
ェ

ッ
ク
表
の
作
成
等
、
効
果
的

な
安
全
対
策
の
検
討
を
行
い
、

再
発
防
止
に
取
り
組
む
。

２
年
１２
月
に
大
阪
地
方
裁

判
所
に
対
し
、
府
労
働
委
員

会
か
ら
の
救
済
命
令
の
取
消

し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し

た
と
こ
ろ
、
今
般
、
判
決
の

言
い
渡
し
が
あ
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
を
不
服
と

し
て
控
訴
す
る
も
の
で
す
。

∧
判
決
内
容
∨

・
原
告
（
市
）
の
請
求
を
棄

却
す
る

・
訴
訟
費
用
（
補
助
参
加
に

よ
っ
て
生
じ
た
費
用
を
含
む
）

は
原
告
の
負
担
と
す
る

∧
事
件
の
概
要
∨

・
市
は
、
市
職
員
会
館
の
一

部
を
、
枚
方
市
職
員
労
働
組

合
の
事
務
所
と
し
て
、
使
用

条
件
を
付
し
た
上
で
、
行
政

財
産
の
目
的
外
使
用
を
許
可

・
当
該
条
件
を
逸
脱
し
た
と

し
て
市
が
行
っ
た
行
為
に
、

不
当
労
働
行
為
が
あ
っ
た
と

し
て
、
同
組
合
は
府
労
働
委

員
会
へ
救
済
の
申
立
て

・
市
は
、
行
政
財
産
の
管
理

権
に
基
づ
く
正
当
な
行
為
と

主
張
し
た
が
、同
委
員
会
は
、

一
部
を
不
当
労
働
行
為
と
し
、

救
済
を
命
令

・
市
は
、
同
委
員
会
の
命
令

を
不
服
と
し
て
、
議
会
の
議

決
を
経
て
、
大
阪
地
方
裁
判

所
に
対
し
訴
え
を
提
起
し
た

が
棄
却
の
判
決

行
政
内
の
内
輪
も
め
裁
判

税
金
を
投
じ
控
訴
は
問
題

質
問

こ
の
訴
訟
の
根
幹
は
、

枚
方
市
の
行
政
内
で
の
単
な

る
内
輪
も
め
で
あ
り
、こ
れ
以

上
、貴
重
な
税
金
や
人
員
を
投

入
し
て
裁
判
を
続
け
る
意
義

は
な
い
。控
訴
せ
ず
、大
阪
地

方
裁
判
所
の
判
決
を
受
け
入

れ
る
べ
き
だ
が
、見
解
を
聞
く
。

答
弁

本
件
は
、
当
該
職
員

団
体
が
行
政
財
産
の
使
用
許

可
条
件
に
違
反
し
た
問
題
で

あ
り
、
市
民
の
財
産
で
あ
る

行
政
財
産
の
管
理
を
適
正
に

行
う
責
務
の
下
、
訴
訟
し
て

争
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

大
阪
地
裁
判
決
に
従
わ
な
い

市
の
対
応
は
問
題

質
問

市
が
行
政
財
産
の
管

理
権
と
し
て
行
っ
た
こ
と
は
、

府
労
働
委
員
会
、
大
阪
地
方

裁
判
所
か
ら
不
当
労
働
行
為

と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
本
市

だ
け
が
そ
う
で
は
な
い
と
言

う
独
善
的
な
対
応
に
つ
い
て
、

市
民
に
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

答
弁

本
件
は
労
働
問
題
で

は
な
く
、
行
政
財
産
の
使
用

許
可
に
係
る
訴
訟
で
あ
る
。

行
政
財
産
を
適
正
に
管
理
す

る
責
務
の
下
、
市
民
へ
の
説

明
責
任
を
果
た
す
た
め
に
必

要
な
対
応
と
考
え
て
い
る
。

議
会
は
、
次
の
常
任
委
員

会
で
、
そ
の
所
管
す
る
事
務

に
つ
い
て
自
主
的
に
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

■
教
育
子
育
て
常
任
委
員
会

７
月
２８
日
に
委
員
会
の
発

議
に
よ
り
「
今
後
の
中
学
校

給
食
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
委
員
協
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
枚
方
市
中
学
校

給
食
の
あ
り
方
懇
話
会
で
の

意
見
等
を
踏
ま
え
た
教
育
委

員
会
の
方
針
（
素
案
）
等
の

説
明
を
受
け
た
後
、
教
育
委

員
と
の
意
見
交
換
を
行
い
委

員
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

議
会
は
、
１０
月
１３
日
の
本
会
議
で
、
１
件
の
決
議
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
決
議（
要
旨
）

決
議
と
は
…
議
会
が
対
外
的
に
意
思
を
表
明
す
る
必
要
が
あ

る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
議
会
の
意
思
を
決
議
書
の
形
と
し
て
議

決
す
る
も
の
で
す
。

北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を

非
難
す
る
決
議

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
は
、
国
際
社
会
か

ら
の
度
重
な
る
抗
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発

射
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
本
年
に
入
っ
て
か
ら
既
に
２０
回
を
超

え
る
異
例
の
ペ
ー
ス
で
発
射
を
強
行
し
て
い
ま
す
。特
に
今
回
、

１０
月
４
日
に
発
射
さ
れ
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
我
が
国
の
上
空

を
通
過
し
、
太
平
洋
上
に
落
下
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
は
、
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和

と
安
全
を
著
し
く
損
な
う
安
全
保
障
上
の
重
大
な
背
信
行
為
で

あ
り
、
特
に
我
が
国
の
上
空
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
は
、
国
民
の

生
命
、
財
産
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
断

じ
て
許
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

国
際
社
会
と
関
係
国
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
軍
事
的
な
衝
突

は
絶
対
に
避
け
、
厳
し
い
経
済
制
裁
を
全
面
的
に
、
か
つ
確
実

に
実
施
し
な
が
ら
、
対
話
に
よ
る
問
題
解
決
の
道
を
粘
り
強
く

模
索
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

こ
こ
に
、
本
市
議
会
は
、
対
話
に
よ
る
問
題
解
決
に
逆
行
し

た
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
厳
し
く
非
難
す
る

と
と
も
に
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
決
議
に
従
っ
て
直
ち
に
核

兵
器
及
び
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
関
す
る
計
画
を
完
全
に
放
棄
し
、

世
界
の
平
和
と
安
定
の
実
現
に
向
け
、
最
大
限
の
努
力
を
尽
く

す
べ
き
と
表
明
し
ま
す
。

まめ

ぎかい探Ｑ豆知識 ♦枚方市議会の議員の定数は３２人。♦議会を開くには定足数の議員出席が必要。♦一事不再議の原則により、一度議決された議案は同一議会期間中に再び議決できない。

■使用者及び火葬される者が市民以外の人である場合の火葬施設使用料

料金

１０万円→１２万円

６万円→７万２０００円

２万円→２万４０００円

※４年１２月１日改定

区分

１体

１体

１胎

大人

小人

死産児

死体

２０万円

３万円

８３６万円

４８２万円

２６５万円

※１万円未満四捨五入

１件

１件

９８件

９７８件

２７５件

児童扶養手当返還金

ひとり親家庭医療助成返還金

くらしの資金貸付金

水道料金

個人未収金（診療報酬）

＜ ３ ＞ 令和４年（２０２２年）１１月１日 枚 方 市 議 会 報 第３４１号


